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議事日程 

       第１ 会議録署名議員の指名について 

       第２ 会期の決定について 

       第３ 議第７９号から議第１２７号まで一括上程 

          （専決処分につき承認を求めることについて（平成１７年度野洲市

一般会計補正予算（第３号））他４８件） 

 提案理由説明 

       第４ 請願第５号及び請願第６号 

          （だれもが安心して暮らせる保険制度を求める請願他１件） 

 紹介議員説明 

市長提出議案 

       議第７９号 専決処分につき承認を求めることについて（平成１７年度野

洲市一般会計補正予算（第３号）） 

       議第８０号 野洲市こどもの家条例 

       議第８１号 野洲市公民館条例の一部を改正する条例 

       議第８２号 野洲市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例 

       議第８３号 野洲市文化ホール条例の一部を改正する条例 

       議第８４号 野洲市総合体育館条例の一部を改正する条例 

       議第８５号 野洲市市民グラウンド条例の一部を改正する条例 

       議第８６号 野洲市中主Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例 
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       議第８７号 野洲市体育センター条例の一部を改正する条例 

       議第８８号 野洲市地域福祉センター条例の一部を改正する条例 

       議第８９号 野洲市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例 

       議第９０号 野洲市老人福祉センター条例の一部を改正する条例 

       議第９１号 野洲市老人憩の家条例の一部を改正する条例 

       議第９２号 野洲市障害者共同作業所条例の一部を改正する条例 

       議第９３号 野洲市北比江自治・産業施設条例の一部を改正する条例 

       議第９４号 野洲市農村集落多目的共同利用施設条例の一部を改正する条

例 

       議第９５号 野洲市大型共同作業所条例の一部を改正する条例 

       議第９６号 野洲市漁港管理条例の一部を改正する条例 

       議第９７号 野洲市シルバーワークプラザ条例の一部を改正する条例 

       議第９８号 野洲市都市公園条例の一部を改正する条例 

       議第９９号 野洲市介護保険条例の一部を改正する条例 

       議第１００号 平成１７年度野洲市一般会計補正予算（第４号） 

       議第１０１号 平成１７年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１

号） 

       議第１０２号 平成１７年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１

号） 

       議第１０３号 平成１７年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

       議第１０４号 平成１７年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計補正予

算（第１号） 

       議第１０５号 平成１７年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号） 

       議第１０６号 平成１６年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 

       議第１０７号 平成１６年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

       議第１０８号 平成１６年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

       議第１０９号 平成１６年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 
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       議第１１０号 平成１６年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

       議第１１１号 平成１６年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

       議第１１２号 平成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

       議第１１３号 平成１６年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

       議第１１４号 平成１６年度野洲市野洲川農地開発事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

       議第１１５号 平成１６年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

       議第１１６号 平成１６年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定

について 

       議第１１７号 平成１６年度野洲市水道事業会計決算の認定について 

       議第１１８号 工事請負契約について（野洲市固定系デジタル防災行政無

線整備工事） 

       議第１１９号 土地の取得について 

       議第１２０号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の変更について 

       議第１２１号 滋賀県市町土地開発公社定款の変更について 

       議第１２２号 滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

       議第１２３号 滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

       議第１２４号 滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

       議第１２５号 滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

       議第１２６号 滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

       議第１２７号 滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について 

議員提出議案 

       請願第５号 だれもが安心して暮らせる保険制度を求める請願 
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       請願第６号 地域での「子どもの居場所」づくりを求める請願 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（秦 眞治君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから平成１７年第５回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に先立ち、諸般の報告をいたします。 

 出席議員３２名、全員であります。 

 次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、平成１６年度財団法人野洲市文

化スポーツ振興事業団事業報告書及び決算書、平成１６年度野洲市湖岸開発株式会社事業

報告書及び財務諸表、平成１７年度野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務諸表が市

長より提出されておりますので、報告しておきます。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元の文書のとおり

でございますので、ご了承願います。 

 次に、本日の議事日程はお手元に配付しております議事日程表のとおりであります。 

 これより日程に入ります。 

 （日程第１） 

○議長（秦 眞治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、第８番 田中弘一君、第９番 藤

下茂昭君を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（秦 眞治君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１６日までの１９日間といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月１６日まで

の１９日間と決定をいたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付いたしております会期予定表のとおりで
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ありますのでご了承願います。 

 次に、地方自治法第１４９条第１号の規定により、市長より本日開会の野洲市議会定例

会に提出されました議案は、配付しております議案書のとおりであります。 

 （日程第３） 

○議長（秦 眞治君） 日程第３、議第７９号から議第１２７号まで、専決処分につき承

認を求めることについて（野洲市一般会計補正予算（第３号））他４８件を一括議題といた

します。 

 事務局長に議件を朗読いたさせます。 

 局長。 

○事務局長（内堀 悟君） おはようございます。ご苦労さんです。 

 それでは、議件を朗読いたします。 

 議第７９号専決処分につき承認を求めることについて（平成１７年度野洲市一般会計補

正予算（第３号））、議第８０号野洲市こどもの家条例、議第８１号野洲市公民館条例の一

部を改正する条例、議第８２号野洲市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例、 

議第８３号野洲市文化ホール条例の一部を改正する条例、議第８４号野洲市総合体育館条

例の一部を改正する条例、議第８５号野洲市市民グラウンド条例の一部を改正する条例、 

議第８６号野洲市中主Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例、議第８７号野洲市

体育センター条例の一部を改正する条例、議第８８号野洲市地域福祉センター条例の一部

を改正する条例、議第８９号野洲市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例、議

第９０号野洲市老人福祉センター条例の一部を改正する条例、議第９１号野洲市老人憩の

家条例の一部を改正する条例、議第９２号野洲市障害者共同作業所条例の一部を改正する

条例、議第９３号野洲市北比江自治・産業施設条例の一部を改正する条例、議第９４号野

洲市農村集落多目的共同利用施設条例の一部を改正する条例、議第９５号野洲市大型共同

作業所条例の一部を改正する条例、議第９６号野洲市漁港管理条例の一部を改正する条例、

議第９７号野洲市シルバーワークプラザ条例の一部を改正する条例、議第９８号野洲市都

市公園条例の一部を改正する条例、議第９９号野洲市介護保険条例の一部を改正する条例、

議第１００号平成１７年度野洲市一般会計補正予算（第４号）、議第１０１号平成１７年度

野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）、議第１０２号平成１７年度野洲市介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）、議第１０３号平成１７年度野洲市下水道事業特別会計

補正予算（第１号）、議第１０４号平成１７年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計補正
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予算（第１号）、議第１０５号平成１７年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）、議第

１０６号平成１６年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について、議第１０７号平成１

６年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１０８号平成

１６年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１０９号平成１

６年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１０号平成１６

年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１１

号平成１６年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１２号平

成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１３号平成

１６年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１４

号平成１６年度野洲市野洲川農地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１

１５号平成１６年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

第１１６号平成１６年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について、議第１１

７号平成１６年度野洲市水道事業会計決算の認定について、議第１１８号工事請負契約に

ついて（野洲市固定系デジタル防災行政無線整備工事）、議第１１９号土地の取得について、

議第１２０号滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について、議第１２１号滋賀

県市町土地開発公社定款の変更について、議第１２２号滋賀県市町村職員退職手当組合規

約の変更について、議第１２３号滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について、議

第１２４号滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更について、議第１２５号滋賀県市町

村職員退職手当組合規約の変更について、議第１２６号滋賀県市町村職員退職手当組合規

約の変更について、議第１２７号滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更について、以

上でございます。 

○議長（秦 眞治君） 議件の朗読が終わりましたので、市長より提案理由の説明を求め

ます。 

 市長。 

○市長（山﨑甚右衞門君） おはようございます。 

 本日ここに、平成１７年第５回の野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆さんには全員ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 本定例会につきましては、専決処分の承認を求めることを１件と、議決案件といたしま

して条例の制定１議案、条例の一部改正１９議案、平成１７年度補正予算６議案、平成１
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６年度決算の認定１２議案、工事請負契約１議案、土地の取得１議案、その他８議案の合

計で４９議案につきましてご審議をお願いするものでございますので、どうぞよろしくお

願いを申し上げます。 

 まず、議第７９号専決処分につき承認を求めることについてでございますが、地方自治

法第１７９条第１項の規定によりまして、平成１７年度一般会計補正予算（第３号）を専

決処分に付しましたので、同条第３項の規定によりご報告を申し上げ、承認を求めるもの

でございます。 

 別冊になっております平成１７年度野洲市補正予算関係議案の１ページをご覧下さい。 

 今回の補正につきましては、去る８月８日の衆議院解散に伴いまして、９月１１日に執

行されることになった第４４回衆議院議員総選挙の経費を、衆議院議員選挙費として新た

に計上したもので、歳入歳出予算にそれぞれ２，３４０万６，０００円を追加いたしまし

て、歳入歳出予算の総額を１８９億１，１２８万２，０００円としたものでございます。 

 次に、議第８０号野洲市こどもの家条例から議第９８号野洲市都市公園条例の一部を改

正する条例についてのご説明を申し上げます。 

 平成１５年９月に施行されました地方自治法の改正によりまして、公の施設の管理につ

いて従来の管理委託制度が廃止され、指定管理者制度の導入が図られました。 

 これを受けまして、先の６月議会で公の施設の指定管理者制度への移行、導入を行うた

めの手続条例の制定をお認めいただいたところでございます。 

 今回、個々の市立施設について、指定管理者制度の導入の可否などを検討してきたとこ

ろでありますが、公の施設２４４施設のうち４９施設について、来年度当初から指定管理

者に管理をゆだねることとし、そのために必要な１９件の条例について、制定及び改正を

行うものでありますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

 次に、議第９９号野洲市介護保険条例の一部を改正する条例について、ご説明を申し上

げます。 

 本案は、介護保険法関係法令の改正に伴いまして、本年の１０月１日から施設利用に係

る食費及び居住費が、一定所得以下の者を除き保険対象外になることから、その一定所得

以下の者に係る食費及び居住費の保険給付の規定を追加することなどの改正をするもので

ございます。第７条、第１０条の２及び第１２条の２でその関係の追加規定を、第２２条

第１項で介護保険事業計画の策定の期間の変更を、第２項では計画に定める事項を変更す

るものであります。 
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 なお、本条例につきましては、第２２条関係は平成１８年４月１日から、それ以外は本

年の１０月１日から施行するものであります。 

 次に、議第１００号から１０５号までの平成１７年度野洲市一般会計及び特別会計の補

正予算について、説明を申し上げます。 

 別冊の平成１７年度野洲市補正予算関係議案を再度ご覧いただきたいと思います。 

 まず、議第１００号平成１７年度野洲市一般会計補正予算（第４号）について、説明を

申し上げます。 

 １７ページをご覧ください。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億６，

３５３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９１億７，４８１万２，０００円とするも

のであります。 

 第２条債務負担行為の補正につきましては、２４ページの第２表「債務負担行為補正」

をご覧下さい。 

 今回新たに設定をいたします債務負担行為は、地域における多様な需要に応じた公的賃

貸住宅等の整備等に関する特別措置法により、地域住宅計画を２カ年、限度額７１４万円

で策定するものであります。 

 次に、第３条地方債の補正でございますが、同じく２４ページの第３表「地方債補正」

をご覧下さい。 

 地方債の限度額につきましては、合併特例事業では事業費等の変更により事業費が減額

となったことに伴いまして、起債限度額を１３億２，６９０万円に変更するものでありま

す。また、住民税等減税補てん債では、恒久減税の額の確定により９，３２０万円に変更

するものであります。臨時財政対策債では、今年度の発行予定額の確定によりまして、６

億２，６１０万円に変更するものであります。 

 次に、歳出の主な内容について、説明を申し上げます。 

 ３８ページをご覧ください。 

 総務費関係につきましては、財政管理費の基金積立金で２億２，０００万円の追加であ

り、地方財政法第７条第１項の規定により、前年度決算剰余金の２分の１相当額を財政調

整基金へ積み立てるものであります。 

 次に、民生費関係につきましては、障害者福祉費で３０９万３，０００円の追加であり、

主な内容は、居宅介護事業等の平成１６年度国庫負担金超過交付に伴う償還金及び精神障
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害者グループホームの補助金であります。 

 次に、４０ページでございますが、介護保険事業では２１７万２，０００円の減額であ

ります。施設入居者の利用料金改定に伴う一般会計の負担分であります。 

 次に、衛生費関係では、環境保全対策で１７１万円の追加であり、野洲市省エネルギー

ビジョンの策定事業の補助採択による追加と組み替えるものであります。 

 次に、４２ページですが、塵芥処理施設費ではクリーンセンター焼却施設修繕工事監理、

施設精密機能点検、廃棄物最終処分場の環境測定、及び蓮池の里公園維持管理の入札残額

を減額し、同公園緑地帯のグランドゴルフ場整備費等に充当するものであります。 

 次に、４４ページ、農林水産業費関係では、農地費で４２４万６，０００円の追加であ

り、主なものは野洲町土地改良区の農業用水路改修工事費補助金、並びに野洲川下流土地

改良区の農業用水路改修工事費の野洲市分の負担金であります。 

 次に、４６ページをご覧下さい。 

 商工関係費では、商工振興費で１，７７０万７，０００円の追加であり、主なものは工

業振興助成金の助成措置決定に伴う補助金であります。 

 次に、土木費関係では、道路橋梁維持費で３，０００万円の追加であり、緊急を要する

市道の維持工事費であります。また、道路新設改良費で９７９万２，０００円の追加であ

り、市道市三宅小南線及び赤根田出口線の測量設計費であります。 

 次に、４８ページをご覧下さい。 

 下水道事業費では、３，９０１万７，０００円の減額であります。下水道事業特別会計

の決算剰余金を充て、一般会計繰出金を減額するものであります。また、住宅管理費では

７６万７，０００円の減額であり、２カ年の債務負担行為による地域住宅計画を策定する

こととなったことにより、今年度分を調整減額するものであります。 

 次に、消防費関係では、非常備消防費で１１３万６，０００円の追加であり、元消防団

員の公務災害補償金の追加給付決定によるものであります。 

 次に、５０ページでございますが、教育関係費では、中主公民館費で１１５万５，００

０円の追加であり、豊積の里総合センター・中主公民館の高圧受電設備及び非常用発電設

備につきまして緊急に修理を行うものであります。また、文化財保護費では、３８４万３，

０００円の減額であり、主にコミセンなかさとの発掘調査費用を組み替えるものでありま

す。 

 次に、５２ページ、博物館費では１６０万円の追加であり、第１展示室の９面マルチビ
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ジョンが故障し、修理が及ばないことから大型ビデオプロジェクターを設置するものであ

ります。保健体育総務費では、８５１万８，０００円の追加であり、今年度の野洲川歴史

公園サッカー場管理運営負担金であります。 

 次に、５４ページをご覧下さい。 

 野洲給食センター費では、ボイラー地下配管の改修工事費で６６０万３，０００円を追

加するものであります。 

 以上が一般会計の歳出の概要であります。 

 これに見合う歳入といたしまして、２８ページをご覧下さい。 

 地方特例交付金では、１億５，００６万４，０００円の増額であります。地方交付税に

つきましては、普通交付税の確定によりまして２億９，１４６万９，０００円の減額を行

うものであります。次に、国庫支出金につきましては１３５万円の減額を行うものであり

ますし、また、県支出金では４６１万２，０００円の追加であります。 

 次に、繰入金で６，７１０万８，０００円の追加であり、公共施設等整備基金及び老人

保健事業特別会計から繰り入れられるものであります。繰越金では、前年度決算剰余金か

ら２億８，１０６万６，０００円を追加するものであります。諸収入では１，６５９万９，

０００円の追加であり、職員等の給与自主返納金８３２万２，０００円を含んでおります。

市債につきましては３，６９０万円の増額補正を行うものであります。 

 以上が一般会計補正予算の説明でございます。 

 次に、議第１０１号平成１７年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてご説明を申し上げます。 

 ５７ページをご覧下さい。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４，２４５万２，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３０億７，７０９万３，０００円とするものであ

ります。 

 次に、歳出の主な内容でございますが、７０ページをご覧下さい。 

 諸支出金では、平成１６年度医療費の実績が確定したことから、一般会計繰出金で３，

７１０万８，０００円の追加となるものであります。 

 次に、償還金では５３４万４，０００円の追加であり、県負担金の超過交付金の返還で

あります。 

 次に、歳入につきましては、６４ページへ戻っていただきまして、支払基金交付金で５
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８３万９，０００円、国庫負担金等において２，０９９万５，０００円、県負担金で３７

４万５，０００円、それぞれ追加交付を受けるものでございます。また、決算剰余金では

１，１８７万３，０００円を追加するものであります。 

 以上が老人保健事業特別会計補正予算の説明でございます。 

 続きまして、１０２号平成１７年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて説明を申し上げます。 

 ７３ページをご覧下さい。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，３３８万４，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を２２億３，６８５万２，０００円とするもので

あります。 

 それでは、歳出の主な内容について説明を申し上げます。 

 ８６ページをご覧下さい。 

 介護保険制度の改正のうち、本年の１０月１日から、施設の利用に伴う居住費及び食費

が保険給付の対象外となります。ただし、一定基準以下の低所得者に対するこれらの費用

については、新たに保険給付の対象として適用されることになり、その予算措置として、

まず、保険給付費では、施設介護サービス給付費で対象外となる不用分３，３００万円を

減額し、特定入所者介護サービス費で、低所得者向けの新たな保険給付費を１，５５２万

９，０００円追加するものであります。 

 続きまして、８８ページ、基金積立金では３９９万７，０００円の追加であり、制度改

正による不用分と追加分の差額のうち、第１号被保険者負担である保険料負担分を介護保

険給付費準備基金に積み立てようとするものであります。 

 次に、歳入の主な内容について説明を申し上げますと、８０ページでございますが、制

度改正による差額を、第１号被保険者保険料負担分を除く国庫負担金で３４７万７，００

０円、支払基金交付金で５５６万２，０００円、県負担金で２１７万３，０００円、市負

担分を一般会計繰入金で２１７万２，０００円、それぞれ所定の割合に応じて減額するも

のであります。 

 以上が介護保険事業特別会計補正予算の説明でございます。 

 次に、１０３号平成１７年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご

説明を申し上げます。 

 ９１ページをご覧下さい。 
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 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ２０万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を２３億６，５４８万６，０００円とするものであります。 

 １０４ページをご覧下さい。 

 歳出の主なものにつきまして申し上げますと、２町合併に伴う下水道料金体系の一元化

について審議を願うため、下水道事業運営委員会委員１０名の委員報酬２０万円を追加補

正するものであります。 

 これに対応する歳入につきましては、９８ページでございますが、一般会計からの繰入

金３，９２２万７，０００円を減額し、繰越金では、前年度決算剰余金で３，９４２万７，

０００円を増額するものであります。 

 以上が、下水道事業特別会計補正予算についての説明でございます。 

 次に、議第１０４号平成１７年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計補正予算（第１

号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ５３万２，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を１，４５５万７，０００円とするものであります。 

 １２０ページをご覧下さい。 

 基幹水利施設管理事業費では５３万２，０００円の減額であり、事業費の確定によるも

のであります。 

 歳入につきましては、１１４ページでございますが、分担金及び負担金で１３万８，０

００円、県補助金で３１万８，０００円及び繰入金で７万６，０００円減額するものであ

り、いずれも事業費の確定によるものであります。 

 以上が、基幹水利施設管理事業特別会計補正予算についての説明でございます。 

 次に、１０５号平成１７年度野洲市水道事業会計補正予算（第１号）について説明を申

し上げます。 

 １２３ページをご覧下さい。 

 今回の補正につきましては、取水量が減少し、給水支障を及ぼす恐れが生じたため、不

足する水量を県南部用水で確保するもので、これに要する受水費を増額するものでありま

す。 

 第２条では、予算第３条に定められた収益的収支について、水道事業費を１，５２７万

３，０００円追加し、水道事業費用合計を８億９，４９０万５，０００円とするものであ

ります。 
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 以上が、一般会計あるいは各特別会計補正予算の提案理由の説明とさせていただきます。 

 次に、議第１０６号から議第１１７号までの、平成１６年度各会計決算の認定について

ご説明を申し上げます。 

 このことにつきましては、当該決算審査を去る７月２５日から６日間にわたって監査委

員の方々に監査をお願いし、詳細な審査を受けたところでございます。後ほど監査委員か

らご報告をいただきますが、総括意見といたしまして、各会計の決算については、いずれ

も関係法令に準拠して作成され、その計数は正確であり、予算に基づき適正な執行をされ

たものと認められましたとのご意見をちょうだいいたしております。 

 また、合併初年度の６カ月間、円滑な統合を実施し、新市運営が難なくスタートしたこ

と、厳しい財政状況下にあって事務事業を完了したことへの評価をいただきました。そし

て同時に、今後の財政運営の硬直化への懸念はあるが、総合計画策定後の行財政改革と諸

課題の解決を期待するとの意見もいただいております。 

 それでは、平成１６年度野洲市各会計歳入歳出決算書により、各会計の決算について説

明を申し上げます。なお、昨年１０月から１７年３月までの６カ月間の決算でありまして、

通年ベースでの分析ができていないことをあらかじめご理解いただきたいと思います。 

 まず、議第１０６号でございますが、平成１６年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定

については、１４ページをご覧下さい。 

 歳入決算額１３５億１，４９１万７，８３７円で、歳出決算額は１２８億２，８７３万

４，２３０円となり、歳入歳出差引額は６億８，６１８万３，６０７円でありますが、こ

の中には、翌年度へ繰り越すべき繰越明許費一般財源２億６，４９６万円が含まれていま

すので、これを除きますと、実質収支は４億２，１２２万３，６０７円となりまして、こ

の額を平成１７年度に繰り越しするものであります。 

 次に、議第１０７号平成１６年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、２２ページでございますが、ご覧下さい。 

 歳入決算額は１７億７，０８７万５，８６５円で、歳出決算額は１７億２,５０２万３，

３９１円となり、歳入歳出差引額は４，５８５万２，４７４円となりました。 

 続きまして、議第１０８号平成１６年度野洲市老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認

定については、２８ページでございますが、歳入決算額１７億７，４１８万４，０９７円

で、歳出決算額は１７億６，２３１万３０円となり、歳入歳出差引額は１，１８７万４，

０６７円となりました。 
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 次に、議第１０９号平成１６年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いては、３６ページでございますが、歳入決算額は１２億５，６２５万８，３４１円で、

歳出決算額は１２億５，５３９万３，１３１円となり、歳入歳出差引額は８６万５,２１０

円となりました。 

 また、議第１１０号平成１６年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定については、４２ページでございますが、歳入決算額及び歳出決算額は２，４６

７万５，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円であります。 

 次に、議第１１１号平成１６年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、４８ページでございますが、歳入決算額１５億４，７４８万５，２３３円で、歳出

決算額は１４億９，４３５万７，２１７円となり、歳入歳出差引額は５，３１２万８，０

１６円でありますが、この中には、翌年度へ繰り越すべき繰越明許費一般財源１，２２０

万円が含まれておりますので、これを控除いたしますと、実質収支額は４，０９２万８，

０１６円となりまして、この額を平成１７年度へ繰り越しするものであります。 

 続きまして、１１２号平成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、５４ページでございますが、歳入決算額は４，５３９万７０９円で、歳出決算額

は４，１９４万５，５８４円となり、歳入歳出差引額は３４４万５，１２５円となりまし

た。 

 また、議第１１３号平成１６年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の

認定については、６０ページでございますが、歳入決算額が１，００２万２，６０２円で、

歳出決算額は１，００２万２，０００円となり、歳入歳出差引額は６０２円となりました。 

 次に、議第１１４号平成１６年度野洲市野洲川農地開発事業特別会計歳入歳出決算の認

定については、６６ページでございますが、歳入決算額が２０１万９，５０３円で、歳出

決算額は２０１万３，０６８円となり、歳入歳出差引額は６，４３５円となりました。 

 続きまして、議第１１５号平成１６年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定については、７２ページでございますが、歳入決算額１６億１２９万５，６４７

円で、歳出決算額は１６億６１万７，２５２円となり、歳入歳出差引額は６７万８，３９

５円となりました。 

 また、議第１１６号平成１６年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

は、７８ページでございますが、歳入決算額が２億１，３１０万５，０１０円で、歳出決

算額は２億１，３１０万４，９４４円となり、歳入歳出差引額は６６円となりました。 
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 最後に、１１７号でございますが、平成１６年度野洲市水道事業会計決算の認定につい

ては、別冊の野洲市水道事業会計決算及び事業報告書をご覧下さい。 

 まず、１ページをご覧下さい。 

 収益的収支でありますが、収入決算額が４億５，８４３万３，０８９円で、これに対し

まして歳出決算額が４億２，７６３万１，４１５円となりました。 

 次に２ページをご覧下さい。 

 資本的収支でありますが、収入決算額は２，８９６万２，８２８円。これに対して、支

出決算額は１億１，８９４万１，７２１円となったものであり、資本的収入が資本的支出

に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金と当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額で補てんをいたしました。 

 以上が、平成１６年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の認定についての説明と

させていただきます。 

 次に、議第１１８号工事請負契約につきましてご説明を申し上げます。 

 野洲市固定系デジタル防災行政無線整備工事につきましては、去る８月２日に入札を執

行いたしました結果、請負金額３億９５４万円で、請負人を富士通ネットワークソリュー

ションズ株式会社滋賀支店長、大村誠と定め、請負契約を締結するため、地方自治法第９

６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 主な工事内容につきましては、市役所本庁舎に親局設備、市内８８カ所に屋外拡声子局

設備、各学区コミュニティセンター７カ所に地区遠隔制御装置、各戸別受信機を２３０台

の計画で整備をするものであります。 

 議第１１９号土地の取得について、説明を申し上げます。 

 市民と行政が協働でまちづくりを進めるため、市民活動及びコミュニティ活動の拠点と

なるコミュニティセンターの整備を進めております。 

 合併協議の過程でも議論をいただいており、平成１７年度から１８年度にかて、旧中主

町の２学区への整備を行うため準備を進めているところであります。 

 今回、兵主学区に整備するコミュニティセンターひょうずの建設用地として、野洲市六

条字百済木地先の３筆の用地５，９７７平方メートルを、６，８２５万７，３４０円で取

得するため、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
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 次に、議第１２０号滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につきまして、ご説

明を申し上げます。 

 本件につきましては、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を構成する近江町が廃

置分合により、平成１７年９月３０日をもって廃止され、同組合を脱退されることから、

同組合を組織する地方公共団体の数の減少及びこれに伴う同組合規約別表第１を別紙のと

おり改正するものであります。 

 また、市町村合併による新市の加入や、構成団体の数の減少などにより、組合議員の選

出方法の抜本的な見直しの必要が生じ、現行の「郡内議会議長の互選による選出」を「全

構成団体議会議長を選出」することに改め、これに伴い、議員定数等を定めた同組合規約

第６条と別表第２を別紙のとおり改正するのが主なものであります。 

 なお、これらの手続につきまして関係市町が協議するため、地方自治法第２９０条の規

定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議第１２１号滋賀県市町土地開発公社定款の変更につきまして、ご説明を申し上

げます。 

 今回の定款の変更につきましては、本公社の設立団体である市町の廃置分合に伴い、設

立団体の数に変更が生じるため、定款を変更するものであり、公有地の拡大の推進に関す

る法律第１４条第２項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議第１２２号から議第１２６号までの滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更につき

まして、ご説明を申し上げます。今回の規約変更につきましては、関係根拠法令及び施行

期日の違いにより、５議案に分けてそれぞれ議決を求めるものであります。 

 議第１２２号につきましては、平成１７年９月３０日をもって坂田郡近江町及び坂田郡

広域行政組合が本組合から脱退されることによる規約の変更でございます。 

 議第１２３号につきましては、平成１７年１２月３１日をもって蒲生郡蒲生町及び神崎

郡能登川町が本組合から脱退されることによる規約の変更であります。 

 議第１２４号につきましては、平成１８年２月１２日をもって東浅井郡浅井町及び同郡

びわ町が本組合から脱退されることによる規約の変更であります。 

 議第１２５号につきましては、平成１８年２月１３日から愛知郡秦荘町及び同郡愛知川

町が廃止され、その区域をもって愛荘町が設置されることによる規約の変更であります。 

 議第１２６号につきましては、平成１８年３月１９日をもって滋賀郡志賀町が本組合か
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ら脱退されることによる規約の変更であります。 

 これらの５議案は、市町村の合併の特例に関する法律第９条の２第１項の規定及び地方

自治法第２８６条第１項の規定により協議があったため、地方自治法第２９０条の規定に

基づき議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議第１２７号滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更についてご説明を申し上

げます。 

 平成１７年１０月１日から、滋賀県市町村交通災害共済組合の主たる事務所の位置を滋

賀会館内から厚生会館内に移転することになりました。そのことによって規約の一部を変

更する必要が生じ、地方自治法第２８６条第２項の規定により協議があったため、地方自

治法第２９０条の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。 

 以上で提案理由の説明とさせていただきます。 

 何とぞよろしくご審議をいただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（秦 眞治君） 次に、議第１０６号から議第１１７号までの決算認定について、

監査委員の有馬和夫氏より審査結果の報告を求めます。 

 有馬監査委員。 

○代表監査委員（有馬和夫君） ただいま指名されました、監査委員の有馬でございます。 

 議会選出の監査委員であります田中榮太郎氏と過日審査を行いましたので、その結果に

つきましてご報告いたします。 

 地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の規定により審査に付されまし

た平成１６年度野洲市の一般会計、各特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況、並びに地

方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付されました平成１６年度野洲市水道事

業会計決算に対する審査の結果は、次のとおりであります。 

 まず、審査の対象としましたのは、平成１６年度野洲市一般会計歳入歳出決算、平成１

６年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市老人保健事業

特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算、平成１

６年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市下水

道事業特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算、

平成１６年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市野

洲川農地開発事業特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市工業団地等整備事業特別会

計歳入歳出決算、平成１６年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算、平成１６年度野洲
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市各基金運用状況、そして平成１６年度野洲市水道事業会計歳入歳出決算であります。 

 次に、審査の期日でございますが、平成１７年７月２５日、２６日、２８日、２９日、

８月１日、２日の６日間であります。 

 審査の方法といたしましては、送付を受けました平成１６年度一般会計及び各特別会計

並びに水道事業会計の歳入歳出決算書、及びその附属処理及び基金運用状況報告書等につ

いて、計数の確認とあわせて、予算執行の適否及び事務処理の合理性について慎重に審査

を実施し、また関係職員の説明を求めるとともに、既に実施した例月出納検査及び定期監

査の状況も参考にして審査を行ったものであります。 

 審査の結果でありますが、審査に付された各会計の歳入歳出決算は、その計数は正確で

あり、予算に基づき適正に執行されているものと認めます。 

 最後に、今回の決算は野洲市として最初の決算であり、年度間比較はできないことから、

決算の正確性を中心に検証し、実施したところであります。厳しい財政状況下にあって、

また６カ月間という会計年度の期間の中で事務事業の完了がなされており、まずは円滑な

統合を実現させ、新たな自治体運営が無難に行われたことは評価すべきものと考えますが、

次の問題点も指摘しているところであります。 

 第１点は、財政の硬直化が懸念されること、第２点は、合併による市の組織統合の結果、

事務事業の幾つかの点で混乱した状況が見られることであります。 

 新市まちづくり計画では合併を行った背景として、１つに、日常生活圏に対応した行政

運営。２つに、分権推進と政策形成能力の向上への対応。３つに、広域的な行政課題への

対応。４つに、財政状況の悪化を是正する健全な行財政運営。５つに、自治体間競争を背

景とした地域の存在感の向上の５点が上げられていますが、合併したスケールメリットを

生かした取り組みによって、堅実で魅力ある都市の実現を期待するものであります。 

 以上、平成１６年度野洲市各会計の決算審査報告といたします。 

 （日程第４） 

○議長（秦 眞治君） 日程第４、請願第５号だれもが安心して暮らせる保険制度を求め

る請願及び請願第６号地域での「子どもの居場所」づくりを求める請願を議題といたしま

す。 

 紹介議員より請願趣旨の説明を求めます。 

 第２９番 野並享子君。 

○２９番（野並享子君） 野並享子です。請願の趣旨を朗読し、説明にかえさせていただ
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きます。 

 まず１つ目の、請願第５号だれもが安心して暮らせる保険制度を求める請願について。 

 誰もが、老後の心配なく、元気で安心して過ごしたいと思っています。 

 現実は、倒産・リストラによる失業、派遣労働などで安定した生活を送ることができな

い状況が増えてきました。その結果、国民健康保険の加入者が増え、現在では野洲市の世

帯の４２・８％、７１１８世帯に達しています。 

 国民健康保険税は毎年のように引上げが行われ、今年度、介護保険料（国保分）の引き

上げが行われました。医療分と合わせ、旧野洲町では６，１３９円、旧中主町では３，３

７８円の引上げが行われ、９４，４９８円（一人平均・年額）となりました。「払いたくて

も払えない」世帯が増加しています。一方で国保税を滞納した世帯には、資格証明書（窓

口負担全額）や短期保険証が交付され、社会保障制度から逸脱しています。 

 また、介護保険料（６５歳以上）の方の引き上げもおこなわれ、野洲市は県下で最も高

く、第３段階（基準額・月額）で３，９４７円にもなりました。加えて、来年度は「見直

し」の年であり、更なる引上げが予想されます。介護保険制度は、利用者が増えれば保険

料に跳ね返る仕組みになっています。国の負担割合を増やし、所得の少ない人が排除され

ない制度を望みます。 

 地方自治体によって、低所得者の保険料を免除したり、利用料の減免をしたり、独自の

条例をつくり、老後安心して暮らせる援助が行われています。 

 野洲市におきましても、誰もが安心して暮らせるように、以下のことを求めます。 

 請願項目。 

 一、国民健康保険税の引き下げをされること。資格証明書や短期保険証の交付はやめら

れること。 

 二、介護保険の保険料・利用料の減額・免除制度を充実されること。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 請願第６号地域での「子どもの居場所」づくりを求める請願について、請願趣旨を朗読

し、説明とさせていただきます。 

 今、少子化が進むなか、子育て中の家庭では多くの不安や悩みを抱えています。その一

つが、今のこどもたちは戸外、室内ともに遊ぶ場所が少なく、仲間と集まって遊ぶという

機会に恵まれないために、健全な成長、発達を妨げているのではないかということです。 

 子どもたちどうしが集団の中で人間関係を育み、社会性、自立性を伸ばせるよう、また
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就園前の親子が遊びを通じてふれあいや交流を持つことができるようにするための場所が

必要です。また、子どもが犠牲となる事件が各地で起きていることも、保護者には大きな

不安であります。専任指導員など大人の目のあるもとで安心して遊ばせたいと願っていま

す。 

 近隣の栗東市ではすべての学区に、守山市でも４箇所に児童館が設置され、就園前の親

子から放課後や長期休暇中の児童生徒まで、喜々として集まっておられます。 

 野洲市におかれましても、子どもたちを地域の中で安心して育てられるよう、各学区に

気軽に利用できる児童館を設置し、安全な設備と安心できる環境へと充実を図られるよう

望みます。 

 未来を担う子供たちのため、地域での居場所を確保すべく左記のことを採択されるよう

求めます。 

 請願事項。 

 １、各学区にこどもの居場所『児童館』を設置されること。 

 ２、今ある児童館の設備、環境を整え充実せられること。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 眞治君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 議案調査のため、明８月３０日から９月１日の３日間は休会いたしたいと思います。こ

れにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秦 眞治君） ご異議なしと認めます。よって、明８月３０日から９月１日まで

の３日間は休会することに決定をいたしました。 

 なお、念のため申し上げます。来る９月２日は、午前９時より本会議を再開し、議案審

議及び代表質問を行います。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 ご苦労さんでございました。（午前１０時０７分 散会） 
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